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研究成果の概要（和文）：軍記物語は、絶えずその姿を変え続けてきた流動の文芸である。それ

らの作品がどのように生成し、膨大な数の諸本を生み出していったのかを問うという課題に対

し、本研究では『平家物語』を中心として分析を行った。諸本本文の関係を明らかにし、それ

らの背景にどのような文学的方法の相違があったのかを考えることにより、諸本の流動を一つ

の文学史として描き出すための基本的な視座を得たことが、その主たる成果である。 

 

 
研究成果の概要（英文）：War chronicles is a fluid work, which has always changed its form. 

In this study, I analyzed mainly “Heike Monogatari” examining that how these works had 

been formed and immense numbers of various manuscripts had been born. The main 

research result is that I obtained basic point of view to express the fluid of various 

manuscripts as a history of literature by clarifying the relationships between various 

manuscripts and considering what kind of differences in literary method exists beyond 

background of various manuscripts. 
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１．研究開始当初の背景 

 軍記物語には、同一の書名を冠する作品で

あっても、質・量ともに大きく異なる多様な

諸本がある。それらがどのようにして生み出

され、姿を変え続けてきたのかを問うこと

は、軍記物語研究において不可避の課題と思

われるが、近年では諸本流動史の全体を見通

すような研究は稀である。その背景には、「古

態」との評価を受けた異本に関心が集中し、

その資料的連関を究明することに、多くの研
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究者の力が注がれているという実状がある。

特に、『平家物語』の延慶本研究において、

それは顕著である。そうした研究は自ずから

作品の部分へと着目し、一つの異本を文学と

してどのように評価するのかという課題に

対して消極的になる。そのような視点から、

諸本の総体を文学史として捉えるような発

想は生まれにくい。 

 また、近年では、かつて古態との評価を受

けた異本でも、他諸本に対して全面的に古さ

を主張できるものではないことが実証され

てきている。ならばなおのこと、諸本の流動

をどのように捉えるかという問題は、異本そ

れぞれをどのように読み解いてゆくかとい

う、文学的な評価の問題と不可分なのであ

る。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、上記「１．研究開始当初の背景」

に示したような問題に対して、中でもとりわ

け多くの異本を有する『平家物語』を対象と

して、諸本群の全体像を把握することを目的

とする。それは、思想史や宗教史の側面から

軍記物語の一部分を切り取るのではなく、異

本それぞれの「読み」を通じて析出した文学

的評価に基づき、その流動自体を一つの文学

史として構築するということである。 

 その意義として、大きく次の二点を挙げる

ことができる。一つは、敬遠されがちな諸本

の問題に筋道を見いだすことで、読者と研究

者との間の溝を少しでも埋めてゆこうとい

うことである。研究の成果を一般の読者へと

開いてゆく道筋は、資料博捜に埋もれている

中からは見えてこないだろう。もう一つは、

他の軍記物語作品との比較検討を可能にす

る視座を確立するという点である。『平家物

語』の諸本流動という問題の本質を明らかに

することは、同様に多くの諸本を持つ『保元

物語』『平治物語』『承久記』といった他作

品との関連から中世文学史を論じるという、

大きな課題にも裨益することになるのであ

る。 

 

３．研究の方法 

 如上の目的に対する本研究の方法は、以下

の二点を柱とする。一点目は、諸本本文の関

係を、綿密な比較検討により正確に把握する

ということである。全面的に古態を主張でき

る異本は現存しないのであれば、部分ごとの

本文研究を蓄積してゆくことは、常に継続さ

れなければならない課題である。二点目は、

本文の検討によって得た問題点を糸口とし

て、諸本の文学的な方法・性格を評価してゆ

くということである。諸本流動を文学の問題

として描き出すことは、個々の異本の読解を

積み重ねることによってしか成され得ない。 

 上記の方法を、単に部分の問題で終わらせ

ないためには、立論の焦点を奈辺に当てるか

が肝要である。本研究では、「語り本系」「読

み本系」の二つに大別される『平家物語』諸

本のうち、前者の成立に問題を絞った。延慶

本をはじめとする読み本系に古態が多く残

されているという理解が一般的だが、全てに

おいて古態と言える異本はない。ならば、そ

れらとは質・量ともに大きく異なる語り本が

いかに成立してきたのかを明らかにするこ

とは、「『平家物語』自体の成立から語り本

の成立まで」と「それ以後」の双方を見渡し、

諸本流動の全体像を把握する上で最も有効

な視座となると考えるからである。 

 
４．研究成果 

 「語り本の成立」に焦点を当て、本文研究

を糸口として文学的な評価に踏み込むとい

う方法による本研究の成果は、〔雑誌論文〕

の項に掲げた二本の学術論文に集約される。

①「屋代本『平家物語』における維盛関連記

事の形成」において行ったのは、語り本巻十



 

 

に記される、平維盛の出家に関わる記事の検

討である。語り本の当該記事は、読み本系的

な本文の再編によって成っている。その痕跡

を所々に留め、他の語り本に対して古い姿を

伝えていると思われるのが、屋代本である。

矛盾や齟齬を発生させながらも、新たな物語

を生み出そうとしている屋代本の分析から

は、語り本の形成過程と、それを通じて新た

に獲得した特質がいかなるものであったの

かが看取できる。 

 屋代本は、読み本系諸本において広範囲に

散在している記事を、かなり自由に切り貼り

し、一箇所に集中させる形で再編している。

ただし、その母体となった本文の面影は、延

慶本だけでなく、他の読み本系諸本も視野に

入れなければ見えてこない。屋代本は、そう

した改編作業を通じて、「世をあぢきなく感

じて出家を志し、妻子への愛を断ち切って往

生していく」維盛像を、「妻子への愛ゆえに

絶望し、自死を選ぼうとする者が、最後に救

われる」姿へと変質させている。仏教的に筋

道の立った読み本系に比して、語り本系にお

ける維盛の救済は情緒的な色合いを強めて

いる。その文学的な方法は、維盛北の方の描

写に際し、悲劇的な心理描写を削ぐ代わり

に、夫のために出家する役割を与えていると

いう点からも、語り本の特質として認めるこ

とができる。 

 続く②「『平家物語』語り本の形成―巻六

の叙述を中心に―」で対象としたのは、各地

で反平家の乱が続発する中、清盛が世を去

り、さらに反乱の火の手が広がってゆくとい

う、巻六を中心とした記事である。ここでも、

語り本系諸本の叙述は、読み本系的な本文の

再編から成っていることは、前述の維盛と同

様である。語り本が、頼朝挙兵から横田河原

合戦に至る読み本系の記述を組み替えて作

られていることは「墨俣合戦」の記述からも

明らかであり、その過程において、東国の内

乱に関する多くの記事が切り捨てられてい

る。その再編を経て語り本が捨象したものの

中には、語り本系と読み本系という、『平家

物語』の二大系統間の本質的な相違が内在し

ている。読み本系の基本的な立場は、王法の

衰滅と回復を語るところにある。その視点か

ら、帝王を脅かすほどの専横によって偽りの

宣下を乱発しながらも、実際の戦闘において

は敗北を重ね、神仏からも見放されて凋落し

てゆく平家の姿と、文覚を介して得た真の院

宣を掲げ、神仏の加護をも受けて勢力を拡大

してゆく頼朝の姿を、対照的に描き出す構造

を持っている。中でも延慶本が、おびただし

い数の文書類を投入するという独自の構成

によって、こうした叙述姿勢を最も強く打ち

出しているのは、読み本系の本質を、極端な

形で顕現させたものといえる。一方の語り本

には、この「王法の歴史語り」という視点は

ない。それを解体するかわりに、滅亡に向か

う平家の運命を焦点化していくのが語り本

の叙述であり、そのことは、東国の内乱に関

わる記事の多くを切り捨てる中で「宣旨」「宣

下」の持つ意味を希薄化させていることや、

「墨俣合戦」に、平家の運命の末を示すもの

という、新たな意味を付与していることから

も看取できる。「王法の歴史」から「平家の

物語」への転換こそが語り本の成立において

本質的な問題なのである。語り本がそれを獲

得するまでの過程に大規模な再編が想定さ

れる以上、関東席捲に至るまでの頼朝挙兵譚

の詳述や横田河原合戦の年次といった、両系

統を区別する指標となる記事についても、

『平家物語』本来の姿は、読み本系諸本の中

に見いだすべきであると考えた。ただし、延

慶本のみをとりあげて、それを語り本の母体

と断ずるわけにはいかないことも、①の指摘

と同様であり、延慶本の個性もまた、延慶本



 

 

が独自に獲得したものと認めるべきである。 

 以上二つの成果からは、情緒への傾斜と

「王法の歴史」からの転換という二つの特質

こそが、語り本の成立を支えるものであった

ことが読み取れる。その一方で、読み本系の

極北ともいえる延慶本が生み出された。『平

家物語』諸本はいずれも、この二つの大きな

流れの中にあるということができる。その軌

跡は、他の軍記物語作品の場合とどれほど似

ていてどれほど異なるのか。たとえば、『保

元物語』や『平治物語』の古態とされる諸本

においては、前者では源為朝、後者では藤原

信頼（および源義朝）という、ともに固有の

歴史観を担わされ、作品成立の根幹を支え

る、強烈な個性の持ち主が造形されている。

その個性を希薄化させ、新たに組み直すこと

で、様々な異本が派生していったという過程

が予想されるのだが、それは上記の『平家物

語』の場合とは、やや様相が異なるようにも

思われる。そうした問題について諸作品を比

較検討することは、中世文学史の中に軍記物

語を位置づける上で、大きな意義を持つだろ

うという見通しを得ることができた点もま

た、本研究における成果である。 
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